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 想定最⼤規模の浸⽔想定区域は、外⽔・
内⽔被害ともに、想定し得る最⼤規模の
降⾬【1,000 年以上に 1 回の降⾬】により、
河川もしくは内⽔が氾濫した場合の浸⽔
状況を想定したものです。また、併せて
平成 20 年以降に発⽣した浸⽔実績範囲も
記載しています。
 なお、浸⽔想定区域外においても、降
⾬状況によっては浸⽔する可能性があり、
注意が必要です。

【浸⽔想定区域指定の前提となる降⾬条件】
⾼橋川 2⽇間の総⾬量 938㎜
内 ⽔ 1時間の降⾬量 130㎜
（概ね1000年以上に1回の降⾬）

(2階以上利用可)(2階以上利用可)

※令和２年度末完成予定※令和２年度末完成予定

(全階利用可)(全階利用可)

(全階利用可)(全階利用可)

(全階利用可)(全階利用可)

(全階利用可)(全階利用可)

(利用不可)(利用不可)

(利用不可)(利用不可)

(2階以上利用可)(2階以上利用可)

(2階以上利用可)(2階以上利用可)

1000年以上に１回の降⾬
想 定 最 ⼤ 規 模

⽔害ハザードマップの⾒⽅
地図情報

校下（地区）境界

警察署・交番など

消防署・消防分団など

官公庁

救護病院

行政境界

避難情報
拠点避難所

主要幹線道路

同報防災無線

水位観測所

指定避難場所(屋内)

w

避難経路上の危険箇所

注1）表示されている校下（地区）界は

　　 おおよその範囲を示したものです。

横断地下道

橋、アンダーパス

浸⽔想定区域・想定される最⼤の浸⽔の深さ
外⽔被害

内⽔被害

⽴ち退き避難

⼟砂災害

河岸侵食

土砂災害

特別警戒区域

土砂災害警戒区域

２階部分まで
つかる程度

２階の屋根以上
が浸水

１階の軒下まで
つかる程度

3.0 5.0ｍ

0.5 3.0ｍ
おとなの膝まで
つかる程度

0 0.5ｍ

5.0ｍ 

堤防が削られて、建物の

倒壊が想定される区域

氾 濫 流

水の流れによって、建物

の倒壊が想定される区域

立ち退き避難が必要な区

域（建物の倒壊が想定さ

れる区域）

注2）校下（地区）内の避難場所は名称の

　　 囲みを太線にしています。

※水流で避難
　が困難

※平成20年以降に降雨による
　浸水被害が発生した区域

0.5ｍ 浸⽔実績

0 0.5ｍ
注）外水・内水被害の違いについてはP11をご参照ください。
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【浸⽔想定区域指定の前提となる降⾬条件】

（概ね50年に1回程度の降⾬）
⾼橋川 2⽇間の総⾬量 240㎜

 この浸⽔想定区域は、概ね 50 年に 1 回
程度の降⾬に伴う洪⽔により河川が氾濫し
た場合の浸⽔状況を想定したものです。ま
た、内⽔被害は平成 20 年以降に発⽣した
浸⽔実績範囲を記載しています。
 なお、浸⽔想定区域外においても、降⾬
状況によっては浸⽔する可能性があり、注
意が必要です。

 この浸⽔想定区域は、概ね 50 年に 1 回
程度の降⾬に伴う洪⽔により河川が氾濫し
た場合の浸⽔状況を想定したものです。ま
た、内⽔被害は平成 20 年以降に発⽣した
浸⽔実績範囲を記載しています。
 なお、浸⽔想定区域外においても、降⾬
状況によっては浸⽔する可能性があり、注
意が必要です。

(2階以上利用可)(2階以上利用可)

(全階利用可)(全階利用可)

(全階利用可)(全階利用可)

(全階利用可)(全階利用可)

(全階利用可)(全階利用可)

(全階利用可)(全階利用可)

(全階利用可)(全階利用可)

(全階利用可)(全階利用可)

(全階利用可)(全階利用可)

※令和２年度末完成予定※令和２年度末完成予定

⽔害ハザードマップの⾒⽅
地図情報

校下（地区）境界

警察署・交番など

消防署・消防分団など

官公庁

救護病院

行政境界

避難情報
拠点避難所

主要幹線道路

同報防災無線

水位観測所

指定避難場所(屋内)

w

避難経路上の危険箇所

注1）表示されている校下（地区）界は

　　 おおよその範囲を示したものです。

横断地下道

橋、アンダーパス

浸⽔想定区域・想定される最⼤の浸⽔の深さ

⼟砂災害

外⽔被害

土砂災害

特別警戒区域
土砂災害警戒区域

注2）校下（地区）内の避難場所は名称の

　　 囲みを太線にしています。

※平成20年以降に降雨
による浸水被害が発生

　した区域

浸⽔実績

内⽔被害

注）外水・内水被害の違いについてはP11をご参照ください。

２階部分まで
つかる程度

２階の屋根以上
が浸水

１階の軒下まで
つかる程度

3.0 5.0ｍ

0.5 3.0ｍ
おとなの膝まで
つかる程度

0 0.5ｍ

5.0ｍ 

50年に１回程度の降⾬
計 画 規 模

額 校 下
⾦ 沢 市 ⽔ 害 ハ ザ ー ド マ ッ プ




	S16額
	S16額-A3分割

